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家庭は生活の基盤であり、子どもの基本的生活習慣や道徳観等を培う場であるとともに、

人権の大切さに気付き、豊かな情操や思いやり、自尊感情など、人間形成の基礎をはぐく

む場でもあります。そのため、家庭においては親自身が人権問題に正しい理解と認識をも

ち、人権意識を高め、それが子どもに反映するような家庭づくりに努めることが求められ

ています。

そこで、大人たちが未来を担う子どもたち一人一人の人権を尊重し、健全に育てていく

ことの大切さを認識して責任を果たしていくことができるよう、家庭教育支援事業におけ

る人権教育の推進に視点をあて、次のようなアクティビティを紹介します。



大 切 な わ た し大 切 な わ た し

時 間 : 8 0 分 対 象 : 成 人 人 数 : 4 人 ～

自 分 自 身 の 長 所 や 短 所 を 自 覚 し 、 賞 賛 や 激 励 の 言 葉 を 交 換 し
合 い な が ら 、欠 点 も 含 め て 自 分 自 身 を 認 め 、好 き に な る 感 情（ 自
尊 感 情 ） を 高 め ま す 。

１ 自 分 の 長 所 と 短 所 を 書 き 出 し ま す 。（ ワ ー ク シ ー ト １ ･２ ）

２ グ ル ー プ で 、 お 互 い の ワ ー ク シ ー ト を 見 せ 合 い な が ら 、 長 所 と 短 所 の

ど ち ら が 多 か っ た か 、 ま た な ぜ そ う な っ た と 思 う か 話 し 合 い ま す 。

３ グ ル ー プ 全 員 の ワ ー ク シ ー ト を 集 め 、 他 の グ ル ー プ に 回 覧 し ま す 。 自

分 た ち の グ ル ー プ に 回 っ て き た も の （ 書 い た 人 が 誰 か は 分 か り ま せ ん ）

に 「 長 所 」 の 右 側 に 「 賞 賛 の 言 葉 」 を 、「 短 所 」 の 右 側 に 「 激 励 の 言 葉

（ そ の 人 の 短 所 も 見 方 を 変 え れ ば 長 所 (プ ラ ス )に な る よ う な 表 記 で ）」

を 付 箋 紙 に 書 い て 貼 り ま す 。

※ グ ル ー プ で 一 緒 に 考 え て も 構 い ま せ ん 。

※ グ ル ー プ 数 や 時 間 に よ っ て は 、全 て の グ ル ー プ に 回 覧 し て も よ い し 、

１ グ ル ー プ だ け の 回 覧 で も よ い で す 。（ １ グ ル ー プ ５ 分 程 度 ）

４ 戻 っ て き た 自 分 の ワ ー ク シ ー ト を 見 て 、 感 想 な ど を グ ル ー プ 内 で 出 し

合 い 、 グ ル ー プ で 出 た 意 見 を 全 体 に 発 表 し 合 い ま す 。

５ 日 頃 か ら 家 族 の た め に 行 っ て い る こ と や 心 掛 け て い る こ と な ど 、 自 分

が が ん ば っ て い る こ と を 思 い 付 く だ け 書 き 出 し ま す 。（ ワ ー ク シ ー ト ３ ）

６ 再 び ワ ー ク シ ー ト を 回 覧 し 、「 賞 賛 の 言 葉 」 を 付 箋 紙 に 書 い て 右 側 に

貼 り ま す 。

７ 活 動 に つ い て 、 ふ り か え り を し ま す 。

 
【 準 備 物 】 ワ ー ク シ ー ト （ Ｐ １ ６ ）、 付 箋 紙

ね ら い

展 開

１ グ ル ー プ ４ ～ ５ 人

～ 子 ど も の 自 尊 感 情 を 高 め る た め に は 、 ま ず は 大 人 か ら ～～ 子 ど も の 自 尊 感 情 を 高 め る た め に は 、 ま ず は 大 人 か ら ～



 ファシリテーターの言葉かけ例 

展開１ 皆さん、最近、誰かにほめられたことはありますか？今日は自分自
身のことをふりかえる活動をとおして、自尊感情について考えていきたいと
思います。なお、活動に際しては個人的な内容も多く関係しますので、プラ
イバシーへの配慮をお願いします。それでは、まず自分自身の性格について、
長所と短所をできるだけたくさん挙げてください。長所はワークシートの１
の左側の点線の枠に、短所は２の左側の点線の枠に記入してください。

展開２ 皆さんが記入したワークシートをグループの方に見せながら、次の
２点について話し合ってください。一つは、長所と短所のどちらが多かった
か。二つ目は、なぜそうなったと思うか、という２点です。
（話合いが終わったところで、数人に発表してもらう。）

展開３ それではワークシートを回収します。今度は他のグループの方が記
入したワークシートを各グループにお配りしました。そのワークシートはだ
れが書いたか分かりません。それぞれの方の長所に対して「賞賛の言葉」を、
短所に対して「激励の言葉」を考えてください。特に激励の言葉については、
その人の短所も見方を変えればプラス面、すなわち長所になるような言葉に
変えてください。それぞれ、付箋紙に記入してワークシートの１と２の点線
の右側に貼ってください。個人で考えてもよいですし、グループで話し合い
ながら一緒に考えても結構です。できるだけたくさん書いてあげてください。
時間は５分間です。（５分後、次のグループへ回覧する。自分たちのワーク
シートが戻ってくるまで繰り返す。）

展開４ お疲れ様でした。自分たちのグループに戻ってきた、御自身のワー
クシートを御覧ください。右側に貼られた言葉を見て、どんなことを感じま
したか。グループで話し合ってください。（話合いが終わったところで、数
人に発表してもらう。）

展開５ みなさんが、日頃から家庭のため、家族のために行っていることや
心掛けていること、または我慢していることなどを思い出してください。思
い付いたことをワークシートの３にできるだけたくさん記入してください。

展開６ 先程と同じように他のグループの方が記入したワークシートを各グ
ループに回覧します。ワークシートの３の右側に「賞賛の言葉」を、付箋紙
に記入して貼ってください。個人で考えてもいいですし、グループで話し合
いながら一緒に考えても結構です。（展開３と同様に）

展開７ 最後にこの時間のふりかえりをしましょう。今日の時間で何か気付
いたことや感じたことはありますか？また、今後の生活で生かすことができ
ることはありましたか。グループ内で感想や意見を発表し合いましょう。（時
間があれば何人かに発表してもらう。）私たち大人は、仕事だけでなく家庭
のこともがんばっているのに、人からほめられたり認められたりする機会が
少ないですよね。でも、こうしたメッセージや言葉がもらえるとうれしいも
のです。このような言葉により自尊感情をもったり、自尊感情が高まったり
して、自分を大切に思うことができるようになります。自尊感情が高まると、
他の人も同じように大切することができるようになります。子どもの自尊感
情を高めるためにも、まず私たち大人が自分自身を好きになることを心掛け
ていきましょう。意識的に子どもをほめ、存在を認めることにより、子ども
の自尊感情も高まっていきます。今後の生活で少しでも生かすことができる
新たな気付きがあったのであれば、すばらしいですね。



ワークシート 「大切なわたし」

１．自分の長所を書いてみよう！

２．自分の短所を書いてみよう！

３．日頃からがんばっていることを書いてみよう！

４．今日の活動をとおして気付いたことや感じたことなどを書いてみよう！



※ はじめに参加者や実施場所を考慮し、１のⅠ～Ⅳから対象を決 め ま す 。

１ 日 頃 の 生 活 で Ⅰ 子 ど も 、 Ⅱ 家 族 、 Ⅲ 保 護 者 同 士 、 Ⅳ 先 生 と の コ ミ ュ ニ

ケーションを振り返ります。コミュニケーションがスムーズに（うまく）いった、

ス ム ー ズ に （ う ま く ） い か な か っ た 時 に 、 考 え ら れ る 理 由 を ワ ー ク シ ー

ト ① ・ ② に 記 入 し ま す 。

２ 自 己 紹 介 も 兼 ね て 、 グ ル ー プ で ワ ー ク シ ー ト に 記 入 し た こ と を 各 自

発 表 し ま す 。

※ 発 表 し や す い よ う に 、 尊 重 ・ 参 加 ・ 守 秘 を し っ か り と 確 認 し ま す 。

３ Ⅰ ～ Ⅳ の 中 の 対 象 の 相 手 と 、 よ り よ い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る 際 の

ポ イ ン ト を 付 箋 紙 に で き る だ け 多 く 書 き 出 し ま す 。

４ 各自が書いたものを一人ずつ発表します。付箋紙はＡ３の用紙に貼ります。

次の発表から、似たようなものや同じようなものを、近くにまとめて貼り出

し、グループ分けをしていきます。

5 各 グ ル ー プ ご と に よ り よ い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に つ い て ３ か 条 を 作 成

し ま す 。

※ 少 数 派 の 意 見 も 大 切 に し て ３ か 条 を 決 め る こ と を 確 認 し ま す 。

6 各 グ ル ー プ の ３ か 条 を 順 番 に 発 表 し ま す 。

7 活 動 に つ い て 、 ふ り か え り を し ま す 。

時 間 : ６ ０ 分 対 象 : 成 人 人 数 : 4 人 ～

ね ら い

展 開

１ グ ル ー プ ４ ～ ５ 人

相 手 を 尊 重 し た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の ポ イ ン ト や 、 心 掛 け を
考 え る こ と を と お し て 、 行 動 化 へ の 意 欲 付 け を 図 り ま す 。

よ り よ い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 考 え よ うよ り よ い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 考 え よ う

 

【 準 備 物 】 付 箋 紙 、 Ａ ３ 用 紙 、 ワ ー ク シ ー ト （ Ｐ １ ７ ）

ワ ー ク シ ー ト 下 部 を 拡 大 し た も の （ 発 表 用 ）

～ 心 豊 か な 子 ど も の 成 長 に は 良 い 人 間 関 係 を ～～ 心 豊 か な 子 ど も の 成 長 に は 良 い 人 間 関 係 を ～



展開１ 皆さんは普段子育てをしている中で、どんな人とコミュニケーショ
ンをとっていますか。今回は、相手が（Ⅰ～Ⅳから決めた対象）のときのコ
ミュニケーションのとり方を皆さんと考えていきたいと思います。

ワークシートを御覧ください。コミュニケーションがうまくいくときとう
まくいかないときがありますね。皆さん自身でそのような経験がありました
ら、ワークシートに記入してください。

展開２ 終了したようですので、グループ内で簡単に自己紹介をしながら、
各自の経験を発表してください。また、今日の活動では、最後に各グループ
から発表していただこうと思いますので、自己紹介が終わった後、各グルー
プで発表者を決めてください。１名でなくても結構です。発表の後、聞いて
いた人は拍手をすると盛り上がります。

また、ここで話したことは、ここだけの話にしておきましょう。（守秘）
考えがまとまらなかった人は、無理に発表しなくてもいいですが、その場に
いて、周りの方のお話を聞きましょう。（参加）何かヒントがあるかもしれ
ません。もう一つ、相手の話は否定をしないようにしましょうね。（尊重）

展開３ それでは、次に付箋紙を使って考えてみましょう。皆さん、コミュ
ニケーションをとる際に、気を付けていることがあると思います。今のお互
いの発表の中でも出ていたかもしれませんね。発表や自分が気を付けている
ことを基に、（Ⅰ～Ⅳの決めた対象との）よりよいコミュニケーションのポ
イントや、心掛けたいことを考え、付箋紙にできるだけたくさん書いてみて
ください。奇抜な意見や、こんなことどうなのかなという面白い意見も大歓
迎！まずは、質より量です。

展開４ それでは、皆さんが書いたものをＡ３の用紙に貼り出してみましょ
う。貼り出す際には、同じようなものはまとめて、グループ分けをしてくだ
さい。どこにも属さなそうなものは無理にまとめる必要はありません。まと
め終わりましたら、それを見ながら皆さんで感じたことなどの話合いをして
ください。

展開５ グループごとに、よりよいコミュニケーションのポイントや心掛け
たいことについて考えを深めていただきました。次はグループごとによりよ
いコミュニケーションのための３か条を考えてみましょう。先ほど話し合っ
た中で、多く出た意見だけでなく、少なかった意見も大切にして、まとめて
いただきたいと思います。

できましたら、発表用の用紙に3か条を記入してください。

 ファシリテーターの言葉かけ例 

展開７ 発表ありがとうございました。この時間のふりかえりをしましょう。
アクティビティをとおして、自分自身が今後のコミュニケーションででき

そうだと思ったこと、気を付けようと思ったことはありますか。よい人間関
係の中での子育ては、心豊かな子どもの成長につながるのではないでしょう
か。今後の生活で生かすことができる新たな気付きがあったのであれば、と
てもすばらしいですね。

皆さんお疲れさまでした。

展開６ 皆さんできましたね。それでは、グループごとに発表をしていただ
きたいと思います。こちらのグループはどんな素敵な３か条ができたでしょ
うか。発表してください。



ワークシート 「よりよいコミュニケーションを考えよう」

①あなたが（ ）とのコミュニケーションで、
うまくいくのはどんなときですか。

②あなたが（ ）とのコミュニケーションで、
うまくいかなかないのはどんなときですか。

③私たちの「よりよいコミュニケーションについて３か条」です。



Ｉ メ ッ セ ー ジ で 気 持 ち を 伝 え よ うＩ メ ッ セ ー ジ で 気 持 ち を 伝 え よ う

時 間 : 4 0 分 対 象 : 成 人 人 数 : 4 人 ～

普 段 の 生 活 の 中 で 「 Ｉ メ ッ セ ー ジ 」 と 「 Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セ ー ジ 」
の 両 面 を 考 え る こ と を と お し て 子 ど も の 自 尊 感 情 を 高 め る た め
の 言 葉 か け や 信 頼 関 係 を 築 く た め に 有 効 な 言 葉 か け を 考 え ま す 。

１ ワ ー ク シ ー ト ① を 基 に 、普 段 何 げ な く 使 っ て い る 言 葉 を 出 し 合 い ま す 。

例 ） 子 ど も が 夜 遅 く に 帰 宅 し ま し た 。 開 口 一 番 に 何 と 声 を か け ま す か 。

予 想 回 答 ：「 何 時 だ と 思 っ て い る ん だ 。」「 こ ん な に 遅 く ま で 何 を し て い

た ん だ 。」「 帰 っ て き て 良 か っ た 。 心 配 し た よ 。」

２ 考 え た 言 葉 を 全 体 で 発 表 し ま す 。

※ フ ァ シ リ テ ー タ ー は 出 さ れ た 言 葉 を 「 あ な た 」 が 主 語 に な っ て い る 言

葉 と 「 わ た し 」 が 主 語 に な っ て い る 言 葉 に 分 け て ホ ワ イ ト ボ ー ド に 記

入 す る 。

例 ）

３ フ ァ シ リ テ ー タ ー の 「 Ｉ メ ッ セ ー ジ 」、「 Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セ ー ジ 」 の 説 明 を

聞 き ま す 。

４ 普 段 使 っ て い る Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セ ー ジ を Ｉ メ ッ セ ー ジ に 直 し ま す 。

（ ワ ー ク シ ー ト ② ）

５ Iメ ッ セ ー ジ で ほ め る 言 葉 を 考 え ま す 。（ ワ ー ク シ ー ト ③ ）

６ 活 動 に つ い て 、 ふ り か え り を し ま す 。

 ・何時だと思っているんだ 

・何をしていたんだ 

・だからダメなんだ 

・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・ 

・帰ってきて良かった。心配したよ 

・心配したよ。遅くなる時は連絡して

ほしい 

・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・

・・・・・・

 
【 準 備 物 】 ホ ワ イ ト ボ ー ド ワ ー ク シ ー ト （ Ｐ １ ８ ）

ね ら い

展 開

１ グ ル ー プ ４ ～ ５ 人

～ 子 ど も に 愛 メ ッ セ ー ジ を ～～ 子 ど も に 愛 メ ッ セ ー ジ を ～



展開１ 今日は普段のお子さんに対しての言葉かけについて考えていきたい
と思います。ワークシート①を御覧ください。このような場面の時、皆さん
はお子さんにどんな声かけますか。普段の様子を思い浮かべて考えてみまし
ょう。終わりましたらグループの方々と考えた言葉を共有し合いましょう。

展開２ それでは、皆さんからどんな言葉が出たか発表していただきます。
（出された言葉を「わたし」が主語になっている言葉と「あなた」が主語に
なっている言葉に分けてホワイトボードに記入していく。）

今、わたしは皆さんが出してくださった言葉を意図的に分けましたが、何
か気付いたことはありますか。

展開３ 実は右側に書かれた言葉は「わたし」が主語になっています。反対
に左側に書かれた言葉は「あなた」が主語になっています。「わたし」が主
語になっている言葉を「Ｉメッセージ」、「あなた」が主語になっている言葉
を「ＹＯＵメッセージ」と言います。

「Ｉメッセージ」はあくまでも自分の気持ちを相手に伝えているので、相
手が受け入れやすい言葉です。これは自分が心を開いているので、相手も素
直に受け入れてくれるのです。「ＹＯＵメッセージ」は、あなたはこうある
べきだという断定的な響きと相手を責めるニュアンスが感じられ、反発をま
ねきやすい言葉です。皆さんが普段使っている言葉はどちらが多いですか。

展開４ それでは、ワークシート②を御覧ください。①で書いたものを「Ｉ
メッセージ」に直してみましょう。

これも終わりましたら、グループの方々と考えた言葉を共有し合いましょ
う。（書き終わったところで、数人に発表してもらう。）

展開５ 叱る時だけでなく、ほめる時も「Ｉメッセージ」は効果的です。例
の場面の時、「Ｉメッセージ」でほめる言葉を考えてワークシート②に記入
してみましょう。ほめるときも同様に「Ｉメッセージ」が効果的です。親や
教師などの大人はどうしても子どもを評価してしまうような言葉かけをして
しまいます。特に「ＹＯＵメッセージ」は評価されたと思わせてしまう表現
です。素直にほめられたと感じるのは「Ｉメッセージ」なのです。

代表的な「Ｉメッセージ」として・・・貴乃花が優勝した時の小泉元首相
の言葉「感動した。」実はその前に言った言葉があります。「痛みにたえてよ
くがんばった。」です。これは「ＹＯＵメッセージ」です。ほめる言葉も「Ｉ
メッセージ」の方が人々の心に残りやすいという例です。

展開６ この時間のふりかえりをしましょう。今日の時間で何か気づいたこ
とはありますか。また、今後の生活で生かすことができることはありました
か。グループ内で感想や意見を発表し合いましょう。（時間があれば何人か
に発表してもらう。）私たちは、無意識に「YOUメッセージ」を使っていま
す。全てを「Ｉメッセージ」にすることは難しいですが、「Ｉメッセージ」
を心掛けることで、子どもとの対話が続き、信頼関係が築かれていきます。
さらに子どもの良いところを見つけ、「Ｉメッセージ」でほめることにより、
子ども自身が認められる喜びを深く感じ、自尊感情も高まっていきます。

ぜひ、「Ｉメッセージ」で「愛メッセージ」を伝えてあげてください。今
後の生活で少しでも生かすことができる新たな気づきがあったのであれば、
とてもすばらしいですね。お疲れさまでした。

 ファシリテーターの言葉かけ例 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート①  

こんなとき、どう声をかけますか？ 

夜遅くに帰ってきた子に 

 

 

低い点数の答案用紙を見た時 

すぐ暴力をふるう子に 約束を守らなかった子に 

テレビばかり見ている子に 

ワークシート②  

メッセージに直してみましょう 

夜遅くに帰ってきた子に 

 

 

低い点数の答案用紙を見た時 

すぐ暴力をふるう子に 約束を守らなかった子に 

テレビばかり見ている子に 

ワークシート③  

メッセージでほめてみましょう 

家の中で何か仕事を手伝ってくれた子に 

 
初めて○○できた子に 

 



あ な た な ら 、 ど う す る ？あ な た な ら 、 ど う す る ？

時 間 : ８ 0 分 対 象 : 成 人 人 数 : 4 人 ～

い じ め で は な い か と 思 わ れ る 場 面 に 出 会 っ た と き 、 個 人 が ど
の よ う に 行 動 す る の か を 考 え ま す 。 そ し て 、 大 人 と し て 子 ど も
た ち と ど の よ う に 関 わ っ て い っ た ら よ い の か 話 し 合 い 、 少 し の
勇 気 を も っ て 解 決 の 方 向 へ と 行 動 す る 意 識 を 高 め ま す 。

１ 場 面 Aを 見 て 、「 自 分 な ら ど う す る か 」を 考 え ま す 。（ ワ ー ク シ ー ト ① ）

そ れ ぞ れ が 考 え た 意 見 を 基 に 、 グ ル ー プ で 話 し 合 い ま す 。

い く つ か の グ ル ー プ が 、 話 合 い の 内 容 を 発 表 し ま す 。

例 ）（ 小 学 生 編 ） （ 中 学 生 編 ）

２ 場 面 Bを 見 て 、「 自 分 な ら ど う す る か 」を 考 え ま す 。（ ワ ー ク シ ー ト ② ）

そ れ ぞ れ が 考 え た 意 見 を 基 に 、 グ ル ー プ で 話 し 合 い ま す 。

い く つ か の グ ル ー プ が 、 話 合 い の 内 容 を 発 表 し ま す 。

例 ）（ 小 学 生 編 ） （ 中 学 生 編 ）

３ 大 人 と し て 、 ど ん な と き に 、 ど ん な 行 動 を と る べ き か を 考 え ま す 。

グ ル ー プ で 話 し 合 い 、 全 体 で 意 見 を 共 有 し ま す 。

例 ）

４ 資 料 を 基 に 、 い じ め に つ い て 説 明 を 聞 き ま す 。

５ 活 動 に つ い て 、 ふ り か え り を し ま す 。

・ 遊 ん で い る の か な 、 い じ め ？

・「 何 し て る の ？ 」 と 声 を か け て み る 。

・「 こ ん に ち は 」 と あ い さ つ す る 。

・ 荷 物 を 自 分 で 持 つ よ う 注 意 す る 。

・“ 使 い っ ぱ し り ” さ せ ら れ て い る の か

し ら ？

・ 気 に な る け ど 、 声 は か け ら れ な い か も

し れ な い 。

・ 注 意 し た い け ど …

・ ど こ の 学 校 の 子 な の か し ら …

・ い じ め ら れ て い る 。

・ ダ メ な こ と だ と し っ か り 伝 え る 。

・ 学 校 に も 連 絡 す る 。

・ 知 っ て い る 子 な ら 親 に も 教 え る 。

・ 大 変 な こ と に な っ て い る 。

・「 何 や っ て い る ん だ 」 と 怒 鳴 る 。

・ 誰 か を 呼 ん で き て 、 一 緒 に 注 意 す る 。

・ 学 校 に 連 絡 す る 。

・ 気 に な る と き に は 、 勇 気 を も っ て 声 を か け る こ と が 大 切 で あ る 。

・ い つ も 「 あ い さ つ 」 を 心 が け 、 子 ど も た ち を 見 守 っ て い る こ と を 伝 え る 。

・ 見 て 見 ぬ 振 り を す る こ と は 、 大 人 と し て い け な い こ と だ と 思 う 。

 
【 準 備 物 】 ワ ー ク シ ー ト （ P 1 9 , 2 0 ）、 資 料 （ P 2 1 , 2 2 ）

ね ら い

展 開

１ グ ル ー プ ４ ～ ５ 人

～ 子 ど も に 目 を 向 け る こ と が 、 あ な た に で き る 第 一 歩 ～～ 子 ど も に 目 を 向 け る こ と が 、 あ な た に で き る 第 一 歩 ～



展開１ 今日はある場面に出会ったとき、自分ならどのような行動をとるか
考えていきたいと思います。ワークシート①を御覧ください。

これは、職場から自宅へ帰る途中に見かけた小学生の様子とコンビニで見
かけた中学生の様子です。もし、皆さんがこのような場面に居合わせたとき、
皆さんはどんなことを考え、どんな行動をとりますか。それぞれで考えてみ
ましょう。

自分で考えたことを基に、グループの方々と考えたことを話し合ってみま
しょう。

どんな意見が出ていたか、いくつかのグループに紹介してもらいます。
（※「気になるけど何もできない」という意見も大切にする。）

展開２ あなたは、気になりながらも何もできずにその場を見過ごしてしま
いました。しかし、数日後同じ子どもたちを見かけました。

ワークシート②場面Bを御覧ください。このような場面を見かけたら、あ
なたならどうしますか。また、どんなことを感じましたか。それぞれで考え
てみましょう。

自分で考えたことを基に、グループの方々と考えたことを話し合ってみま
しょう。

どんな意見が出ていたか、いくつかのグループに紹介してもらいます。
（※中学生に関しては、何もできないという意見が出てくるかもしれないが、
何とかしなくてはならないという気持ちが、場面Ａより強くなっていること
を押さえる。また、なぜそう思ったのかも確認する。）

展開３ 場面AやBで考えたことを基に、子どもたちの行動で気になる場面
に出会ったとき、私たち大人は、大人として、どんな行動をとるべきかグル
ープで話し合ってみましょう。話し合った内容を全体で共有しましょう。

展開４ 資料を御覧ください。これは、香川県で作成されたいじめ問題に関
するポスターです。皆さんは、このポスターから、どんなメッセージが伝わ
ってきますか。（時間があれば、数名に感じたことを発表してもらう。）

いじめは、意識されないくらいの些細なことから始まります。している方
はちょっとからかっただけだと思っていても、受ける側にとっては深刻なつ
らい出来事です。少しでも気になったときには、「※声をかける」などの少
しの勇気が、いじめをなくす第一歩になるかもしれません。（「※○○○」の
中に入る言葉は、展開３で参加者から出た言葉を入れると良いでしょう。）
もし、Aの場面で小学生に、勇気をもって声をかけることができたら、次に
見かけるときは、このように（場面C）なっていたかもしれませんね。

 ファシリテーターの言葉かけ例 

展開５ 活動のふりかえりをしましょう。今日の活動で何か気付いたことは
ありますか。また、今後の生活で生かすことができることはありましたか。
グループ内で、感想や意見を発表し合いましょう。（※全体に何人か発表）

いじめは重大な人権侵害です。誰もが人間として尊厳をもち、安心して楽
しく生きる権利をもっています。ですから、いじめは絶対に許されない行為
なのです。自分の子どもだけ良ければいいというのではなく、大人として、
全ての子どもたちが安心して楽しく生きていけるよう、自分たちにできるこ
とを少しでも実践できたらすばらしいですね。ぜひ、今日の気付きを実践に
つなげてみてください。お疲れ様でした。



ワークシート①「あなたなら、どうする？」場面 A
あなたは仕事を終え、職場から自宅へ戻る途中、下校途中の小学生を見かけました…

☆この場面を見て、あなたはどんなことを感じましたか。また、この後あなたなら、

どんな行動をとりますか。

コンビニに入ると、中学生が買い物をしていました…

☆この場面を見て、あなたはどんなことを感じましたか。また、この後あなたなら、

どんな行動をとりますか。



ワークシート②「あなたなら、どうする？」場面 B
場面 A に出会ったとき、気になりながらも何もできなかったあなたは、数日後、同じ

子どもたちを見かけました。

☆この場面を見て、あなたはどんなことを感じましたか。また、この後あなたなら、

どんな行動をとりますか。

☆この場面を見て、あなたはどんなことを感じましたか。また、この後あなたなら、

どんな行動をとりますか。



＜資料＞

参考：「ねっと人権学習館 かがわ」 香川県総務部人権・同和政策課

少しの 勇気 で、いじめ は無 くせ る。

バ伺

みんなで築こう人維の世紀、総理J均知-~ 1!l"I'''H1JI I際人間附拍1ft ~?t:人Il:-~t> 同沼崎| 育てよう一人一人の人権意識 ~……wがえのm … ~ I 

11¥書川県・書川県人権書発推進金値

』
司
角
l
'
'

占
占
爪
V

l
l
l
ν

、Inv

デー、

0
4
H
N

l

l

ν

I

L
叩

U
M
I
h

M
I
N

・品
M
』

N
T
U
J

、
内

J

占
キ
A
V
凶
日
ゆ

ト小

E

制札

W
7
0

ハい

|
|
ν

ハい

・
れ
川
悦

V
0
4
4
u
ず
l

、

、仏
V
1炉
」

L
m
M

ハJ

o
払川
V
-

」

7
0
目
ゆ

す
7
間
同
守
A
M
w
、
凶
り
レ
r』

『
宮
小
h
H
M
v
h
H
M
V
E
R
ω
l
l
」

ハ
ド
ペ
J

デ
ー
、
中
ケ
L
H
M
V

目
。
、
っ
t
F
ハい

・l
y
」
?
っ
田
山
I
T
U
、仲はゆ

ハ
川
v
L
m
V
4ド
ー
、
ふ
h
V
E伽
引
W

N

O
夕、レに『耐剛
l

七
九
凶
り

7
0

凶
日
ゆ
仏
W
I
爪
川

W
ヲ
申
J
加
盟
附
川
甘
』

ヱJ
ハ
い
れ
U
m
W
4
l、
/
¥

E
h
r
u
凶
Hゆ
け
m
w
N
M
刷
出
I
L川
マ
伽
Z
m

E

由
仰
相
川
爪
川
W
占
h
u
d

、，h川崎
V

凶
H
ゆ

N
m
w
N
ヲハ
W
4
v
'刷
、
仏
川
zd

仏
川
W

仏
川
W

A
U
ふ
れ

7
T
『
作
九
ド
レ
ド
レ

、
士
小
爪
川

w
d
H
リ
ハ
い
ハ
い

ず
l
、

円

d
m
恒
/
¥
』
Aω
「

ー

ー

、

固
H
九・・
4
芦
』
宿
命
グ
占
ル
ι
-
h
H他
V

4

代、

宇
ケ
L

品
郡
】
、

t
P
I
N
t
-刈

岨
場
、
お
川
N

!
と
、
お
川
川
仇
の
寓
申
刀

桐
祝
ハ
万
つ
4
に
凶
U
ゆ
爪

W

爪
川

W
白
出
品
C
I門
川
ゆ
え
l
，
ー
ー
レ

仏
川

w

、
凶
川
ゆ
'
申
h
W
I
レ
r』
E
h
ω
J

N
l
ν
I
T
U
-例
付

l
l
ν
I
L仰

N

H
V
4
N
L
ヲナ
7
Z
u
出はゆ



場面 C


